
　

京
都
市
美
術
館
の
老
朽
化
に

伴
う
大
規
模
改
修
に
つ
い
て
は
、

１
０
０
億
円
以
上
か
か
る
と
言

わ
れ
て
い
た
費
用
の
う
ち
50
億

円
程
度
を
命
名
権
の
売
却
で
賄

う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ

の
問
題
を
契
機
と
し
て
、
議
会

で
は
喧
々
諤
々
の
議
論
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
こ
う
し
た

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
に
よ
る
予

算
獲
得
の
方
法
や
整
備
手
法
に

つ
い
て
も
、
自
民
党
市
会
議
員

団
で
は
責
任
あ
る
議
論
を
続
け

て
ま
い
り
ま
す
。

す
べ
て
の
施
策
で

責
任
と
安
心
の

未
来
に

■
経
済
総
務
委
員
会　
文
化
庁

等
の
全
面
的
な
京
都
移
転
決
定

後
の
取
り
組
み
。
民
泊
増
加
に

よ
る
対
策
、
市
庁
舎
等
公
共
建

築
の
工
費
に
つ
い
て
情
報
公
開

と
市
民
理
解
を
得
る
こ
と
な
ど

38
項
目

■
く
ら
し
環
境
委
員
会　
地
域

自
立
分
散
型
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
省
エ
ネ
の
更
な
る
普
及

拡
大
、
家
庭
・
事
業
ご
み
の
減

量
、
子
ど
も
達
の
文
化
力
育
成

や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
・
改

修
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性

化
、
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く

り
な
ど
22
項
目

■
教
育
福
祉
委
員
会　
赤
ち
ゃ

ん
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
支
援
に

関
す
る
施
策
は
引
き
続
き
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
若

者
は
ぐ
く
み
局
（
仮
称
）
の
創

設
、
健
康
寿
命
の
延
伸
等
に
繋

が
る
政
策
な
ど
45
項
目

■
ま
ち
づ
く
り
委
員
会　
「
歩

く
ま
ち
・
京
都
」
の
一
層
の
推

進
に
向
け
た
新
し
い
交
通
シ
ス

テ
ム
導
入
や
、
周
辺
交
通
不
便

地
域
の
改
善
、
安
心
・
安
全
の

為
の
重
要
橋
り
ょ
う
の
耐
震
化

や
修
繕
、
災
害
に
強
い
治
水
対

策
な
ど
24
項
目

■
交
通
水
道
消
防
委
員
会　
市

バ
ス
の
周
辺
交
通
不
便
地
域
の

見
え
る
利
便
性
向
上
策
、
局
地

的
大
雨
や
集
中
豪
雨
に
備
え
た

浸
水
対
策
、
安
定
的
な
上
下
水

道
運
営
、
老
朽
管
の
取
り
替
え

工
事
の
推
進
、
消
防
団
へ
の
加

入
促
進
・
充

実
強
化
な
ど

20
項
目

地
域
に
根
差
し
た

う
る
お
い
あ
る

住
環
境
を

■
北
区　
御
薗
橋
架
け
替
え
工

事
と
上
賀
茂
神
社
へ
の
周
辺
道

路
整
備
に
併
せ
た
交
通
渋
滞
解

消
の
更
な
る
取
組
な
ど
10
項
目

■
上
京
区　
寺
之
内
通
小
川
の

北
西
角
公
園
の
周
り
の
景
観
に

配
慮
し
た
整
備
、
京
都
御
苑
周

辺
歩
道
の
更
な
る
安
全
対
策
な

ど
5
項
目

■
左
京
区　
請
願
が
採
択
さ
れ

て
い
る
花
背
峠
の
ト
ン
ネ
ル
化
、

大
規
模
校
で
あ
る
洛
北
中
学
校

の
施
設
整
備
な
ど
8
項
目

■
中
京
区　
細
街
路
に
お
け
る

電
柱
の
地
中
化
や
高
瀬
川
水
辺

環
境
な
ど
地
域
の
魅
力
を
再
生

し
活
用
す
る
取
組
な
ど
5
項
目

■
東
山
区　
小
河
川
の
局
地
的

豪
雨
等
へ
の
対
策
、
道
路
の
石

畳
地
域
の
拡
大
、
三
条
白
川
通

の
早
急
な
整
備
な
ど
3
項
目

■
山
科
区　
市
が
責
任
を
も
っ

て
低
下
し
て
い
る
バ
ス
の
利
便

性
向
上
に
努
め
る
こ
と
な
ど
3

項
目

■
下
京
区　
高
瀬
川
の
再
生
・

水
辺
環
境
整
備
や
、
梅
小
路
公

園
の
施
設
改
善
及
び
丹
波
口
・

京
都
駅
間
新
駅
の
建
設
な
ど
7

項
目

■
南
区　
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
、
西
大
路
駅
や
向
日
町
駅
東

側
、
生
活
道
路
や
交
通
不
便
地

域
、
西
大
路
十
条
の
広
大
な
工

場
跡
地
の
問
題
な
ど
７
項
目

■
右
京
区　
歴
史
的
街
並
み
を

残
す
為
の
無
電
柱
化
の
促
進
、

嵯
峨
・
京
北
地
域
等
の
有
害
鳥

獣
対
策
の
強
化
な
ど
5
項
目

■
西
京
区　
区
民
待
望
の
地
下

鉄
東
西
線
延
伸
、
市
立
芸
大
移

転
に
伴
う
跡
地
活
用
、
第
二
外

環
の
側
道
整
備
な
ど
11
項
目

■
伏
見
区　

Ｊ
Ｒ
稲
荷
駅
の
西

側
に
隣
接
す
る
市
有
地
を
活
用

し
、
環
境
整
備

に
早
急
に
取
り

組
む
こ
と
な
ど

9
項
目

京
都
の
発
展
に
寄
与
す
る
事
業

立
案
と
予
算
編
成
が
非

常
に
重
要
で
あ
る
、
と

指
摘
す
る
も
の
で
す
。

　

京
都
市
会
に
お
け
る

二
元
代
表
制
の
一
翼
で

あ
り
、
最
大
会
派
の
責

任
政
党
と
し
て
私
ど

も
は
、
日
々
の
活
動
を

通
じ
て
聴
聞
・
調
査
研

究
・
徹
底
議
論
し
た
あ

ら
ゆ
る
施
策
や
、
11
行

政
区
の
様
々
な
地
域
に

お
け
る
市
民
ニ
ー
ズ
に

応
え
得
る
要
素
を
盛
り
込
ん
だ

こ
れ
ら
全
要
望
を
、
市
長
部
局

が
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
具

体
的
な
取
組
・
施
策
に
反
映
さ

れ
る
よ
う
強
く
求
め
て
ま
い
り

ま
す
。

後
期
実
施
計
画
を
力
強
く
前
へ

進
め
、「
国
家
戦
略
と
し
て
の

京
都
創
生
」
の
実
現
に
向
け
て
、

確
実
に
未
来
へ
と
バ
ト
ン
タ
ッ

　

平
成
29
年
度
の
予
算
は
、
京

都
市
が
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て

き
た
成
長
戦
略
で
あ
る
「
は
ば

た
け
未
来
へ
！
京
プ
ラ
ン
」
の

チ
し
て
い
く
た
め
の
重
要
な
予

算
編
成
と
な
り
ま
す
。
文
化
庁

の
京
都
全
面
移
転
決
定
を
契
機

と
し
て
、
京
都
の
持
つ
風
土
と

歴
史
的
・
文
化
的
な
価
値
を
守

り
活
か
し
な
が
ら
、
東
京
一
極

集
中
を
打
破
し
、
人
口
減
少
社

会
に
果
敢
に
挑
戦
す
る
施
策
を

実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
春
3
期
目
に
入
っ
た
門
川

市
政
に
対
し
て
は
、
行
財
政
の

構
造
改
革
を
更
に
強
力
に
推
進

し
な
が
ら
も
、
積
極
性
を
も
っ

て
歳
入
増
を
目
指
し
た
今
後
の

予算・市政方針で要望
　

自
由
民
主
党
京
都
市
会
議
員
団
は
、
平
成
29
年
度

京
都
市
予
算
及
び
今
後
の
市
政
方
針
と
運
営
に
対
す

る
要
望
を
門
川
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

平　成
29年度 

国
家
戦
略  

　
　
　
　
実
現
に
向
け
て

美
術
館
問
題
を
契
機
と
し
て

門川市長に要望書を手渡す自民党議員団

またきち
（京都市会マスコットキャラクター）

マタリーヌ
（京都市会マスコットキャラクター）

京
都
創
生

政
区
別
の
要
望
（
抜
粋
）

行

任
委
員
会
別
の
要
望
（
抜
粋
）

常

次
世
代
に
誇
れ
る

強
い
京
都
市
に
！
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品
の
中
に
は
、
金
な
ど
の
貴
金
属

や
レ
ア
メ
タ
ル
と
呼
ば
れ
る
有
用

な
金
属
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
「
都
市
鉱
山
」
と
も
言
わ

■
繁
隆
夫
議
員
（
質
問
）
家
電
製

信
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
が
、
い

か
が
で
す
か
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
リ
サ

イ
ク
ル
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
た

め
に
は
そ
の
見
え
る
化
が
鍵
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
、
市
民
の
皆
様

が
排
出
さ
れ
た
小
型
家
電
、
い
わ

ゆ
る
都
市
鉱
山
か
ら
回
収
し
た
金

を
１
０
０
％
使
っ
た
京
都
マ
ラ
ソ

ン
の
優
勝
メ
ダ
ル
を
作
成
す
る
全

国
初
の
取
組
を
、
２
０
１
８
年
大

会
に
向
け
実
現
し
て
参
り
ま
す
。

公
有
地
跡
地
活
用

         11
月
に
国
に
要
望

■
繁
隆
夫
議
員
（
質
問
）
市
有
地

以
外
の
公
有
地
活
用
を
検
討
す
る

「
庁
内
検
討
チ
ー
ム
」
を
発
足
さ

せ
、「
京
都
拘
置
所
」「
京
都
運
輸

支
局
」
に
つ
い
て
は
、
国
に
移
転

や
跡
地
活
用
を
求
め
る
検
討
を
し

て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
こ
れ
ら
も

更
に
踏
み
込
ん
だ
取
組
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
が
、
お
考
え
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
京
都

拘
置
所
及
び
京
都
運
輸
支
局
の
敷

地
は
ら
く
な
ん
進
都
の
北
の
玄
関

口
に
位
置
す
る
広
大
か
つ
貴
重
な

土
地
で
あ
り
、
こ
の
土
地
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
ら
く
な
ん
進
都
の

ま
ち
づ
く
り
の
理
念
で
あ
る
「
新

し
い
京
都
を
発
信
す
る
も
の
づ
く

り
拠
点
」
を
一
層
加
速
で
き
る
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。
当
該
敷

地
は
国
有
地
で
あ
る
の
で
、
今
後
、

検
討
を
進
め
て
い
く
た
め
に
も
、

11
月
に
は
移
転
検
討
を
国
に
対
し

要
望
し
、
本
市
の
思
い
を
し
っ
か

り
と
発
信
し
て
参
り
ま
す
。

部
活
動
指
導
現
場

ア
ス
リ
ー
ト
活
用

■
繁
隆
夫
議
員
（
質
問
）
市
立
中

学
校
や
高
校
で
は
、
今
年
度
か
ら

外
部
コ
ー
チ
制
度
の
拡
充
に
も

取
り
組
ま
れ
る
な
ど
、
指
導
者
不

足
に
悩
む
学
校
現
場
で
の
声
も
踏

ま
え
な
が
ら
部
活
動
充
実
に
も
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
が
、
今

後
、
よ
り
一
層
、
児
童
生
徒
の
競

技
力
向
上
に
繋
が
る
取
組
を
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
在
田
正
秀
教
育
長
（
答
弁
）
各

競
技
団
体
や
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
等
と
の
連
携
を
一
層
深
め
、

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
等
に
よ
る
子

ど
も
た
ち
へ
の
指
導
の
機
会
を
さ

ら
に
増
や
す
と
と
も
に
、
指
導
者

研
修
会
を
定
期
的
に
開
催
す
る
な

ど
、
児
童
生
徒
の
競
技
力
の
一
層

の
向
上
に
向
け
取
組
の
充
実
を

図
っ
て
参
り
ま
す
。

れ
て
い
ま
す
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
先
駆
け
て
、
こ
の

「
都
市
鉱
山
」
を
市
民
の
皆
様
が

身
近
に
実
感
し
や
す
い
ス
ポ
ー
ツ

の
分
野
で
活
用
し
、
リ
サ
イ
ク
ル

を
「
見
え
る
化
」
し
た
分
別
促
進

の
モ
デ
ル
を
、
こ
の
京
都
か
ら
発

■
富
き
く
お
議
員
（
質
問
）
京
都

で
は
昭
和
の
時
代
か
ら
オ
ー
ル

京
都
で
、
政
府
に
要
望
し
、
市
会

も
意
見
書
等
で
文
化
庁
の
移
転
を

求
め
て
き
ま
し
た
。
我
が
国
で
初

め
て
の
中
央
省
庁
の
移
転
で
あ
り
、

課
題
も
多
い
で
す
が
本
市
と
し
て

果
た
す
べ
き
役
割
や
移
転
に
向
け

た
市
長
の
決
意
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
永
年

の
取
組
が
国
の
英
断
に
よ
り
実
を

結
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら

の
取
組
が
非
常
に
大
事
で
あ
り
ま

す
。

　

来
年
度
か
ら
先
行
移
転
と
し
て

本
市
に
設
置
さ
れ
る
「
地
域
文
化

創
生
本
部
」
に
本
市
も
積
極
的
に

参
画
し
、
京
都
の
特
性
を
最
大
限

に
生
か
し
て
、
文
化
の
力
で
日
本

を
元
気
に
し
、
世
界
の
平
和
に
貢

献
す
る
新
た
な
文
化
行
政
の
実
現

に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

子
ど
も
は
地
域
の
宝

は
ぐ
く
み
文
化
に

■
富
き
く
お
議
員
（
質
問
）
今
回

の
局
の
再
編
は
職
員
数
も
九
百
人

程
度
を
想
定
し
て
お
り
、
大
規
模

な
組
織
再
編
と
な
り
ま
す
が
、
そ

の
基
本
理
念
と
な
る
「
は
ぐ
く
み

文
化
」
に
込
め
る
市
長
の
思
い
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
区
役
所
の
窓
口
再
編
も
わ

か
り
や
す
く
、
相
談
し
や
す
い
よ

う
ハ
ー
ド
面
の
整
備
を
行
い
「
子

育
て
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
職
員
の

着
実
な
育
成
が
重
要
と
考
え
ま
す

が
、
い
か
が
で
す
か
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
地
域

と
行
政
と
が
一
体
と
な
り
、「
子

ど
も
を
地
域
や
社
会
の
宝
と
し
て

大
切
に
は
ぐ
く
む
生
活
文
化
」
を

「
は
ぐ
く
み
文
化
」
と
し
て
創
造

し
、
全
国
に
発
信
し
ま
す
。

　

市
民
に
わ
か
り
や
す
い
分
野
別

の
窓
口
を
設
置
し
、
レ
イ
ア
ウ
ト

も
工
夫
し
ま
す
。
窓
口
で
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る

職
員
を
育
成
し
ま
す
。

府
市
協
調
に
よ
り

台
風
被
害
復
旧
へ

■
富
き
く
お
議
員
（
質
問
）
3
年

前
の
台
風
18
号
の
際
、
山
科
区

内
で
安
祥
寺
川
、
四
宮
川
で
多
数

の
家
屋
浸
水
や
地
下
鉄
へ
の
流
入

に
よ
る
運
休
な
ど
、
大
き
な
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。
府
市
協
調

に
よ
り
、
両
河
川
改
修
が
決
定
し

ま
し
た
が
、
早
期
完
成
へ
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
工
法
に
つ
い
て
、
お

本
来
府
が
行

う
べ
き
安
祥
寺

川
に
つ
い
て

は
、
市
が
費
用

を
負
担
し
て
安

心
・
安
全
を
早

期
に
確
保
し
ま

す
。
安
祥
寺
川

は
現
河
川
の
地

下
に
水
路
ト
ン

ネ
ル
を
整
備
し
、

四
宮
川
で
は
河

床
を
掘
り
下
げ

る
工
事
で
す
が
、

長
期
間
に
わ
た

る
た
め
、
護
岸

の
か
さ
上
げ
な

ど
の
応
急
的
な
対
策
を
府
が
実
施

し
ま
す
。

伺
い
し
ま
す
。

■
小
笠
原
憲
一
副
市
長
（
答
弁
）

1   都市鉱山の活用について
2   らくなん進都内の公有地（京都拘置所、京都運輸支

局等）活用について
3   東京オリンピック・パラリンピックに向けた子ども

たちの競技力向上について
4   伏見区向島地域での小中一貫教育校の創設について
5   京都市の今後の都市農業振興について
6   繁華街における客引き行為の対策について
7   住宅用火災警報器の設置に係る取組の成果と今後の

火災減少対策について

1   平成27年度決算に対する見解と今後の財政運営につ
いて

2   文化庁の京都移転について
3 京都市美術館の再整備について
4   ICOM（国際博物館会議）京都大会の開催について
5   来春新設の「子ども若者はぐくみ局（仮称）」について
6   河川整備（山科区の安祥寺川・四宮川）について
7   市内周辺部におけるバスの増便、バス待ち環境の改

善について（要望）

⃝富きくお議員の質疑項目⃝
京
都
か
ら
文
化
発
信

地
域
文
化
創
生
本
部
設
置
へ

台風18号で浸水した御陵駅（京津線）

⃝繁 隆夫議員の質疑項目⃝

家
電
製
品
よ
り
生
成

レ
ア
メ
タ
ル
を
見
え
る
化
活
用

文
化
庁
・
京
都
移
転
決
ま
る
！

京
都
マ
ラ
ソ
ン
優
勝
メ
ダ
ル

富
き
く
お 

議
員

⃝

山
科
区

繁
　
隆
夫 

議
員

⃝

伏
見
区

廃棄小型家電

金抽出加工工場

家電製品の
　リサイクルで
　　優勝メダルを

平成28年11月13日自由民主党京都市会議員団ニュース第54号

環境にやさしい
大豆油インキを使用しています。
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■
加
藤
昌
洋
議
員
（
質
問
）
自
転

車
保
険
へ
の
加
入
義
務
化
は
な
か

な
か
実
際
の
加
入
増
加
に
は
繋
が

ら
ず
、
苦
悩
し
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
京
都

市
に
お
け
る
、
自
転
車
保
険
へ
の

加
入
義
務
化
に
お
い
て
は
、
様
々

な
関
係
団
体
と
の
協
力
も
含
め
、

実
情
に
沿
っ
た
画
期
的
で
実
効
性

の
あ
る
制
度
が
必
要
だ
と
考
え
ま

す
が
、
京
都
市
と
し
て
の
考
え
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
自
転

車
向
け
保
険
の
加
入
義
務
化
の
方

向
性
を
と
り
ま
と
め
、「
京
都
市

内
で
は
、
保
険
に
加
入
し
て
い
な

い
自
転
車
は
、
走
行
で
き
ま
せ

ん
！
」
と
い
う
意
気
込
み
で
、
全

国
に
類
を
見
な
い
京
都
な
ら
で
は

の
実
効
性
の
あ
る
取
組
を
進
め
る

こ
と
に
よ
り
、「
自
転
車
と
歩
行

者
が
安
心
し
て
心
地
よ
く
行
き
交

う
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
・
京
都
」

を
実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。

磁
気
誘
導
ル
ー
プ
の

積
極
的
な
広
報
普
及
を

■
加
藤
昌
洋
議
員
（
質
問
）
今
後

の
京
都
市
に
お
い
て
、
私
が
提
案

し
た
内
容
（
Ｔ
付
き
耳
マ
ー
ク
の

表
示
や
補
聴
器
販
売
会
社
と
の
連

携
等
）
を
含
め
、
ど
の
よ
う
に
磁

気
誘
導
ル
ー
プ
の
利
用
を
図
ら
れ

る
か
、
具
体
的
な
内
容
を
含
め
て

お
答
え
く
だ
さ
い
。

■
藤
田
裕
之
副
市
長
（
答
弁
）
磁

気
誘
導
ル
ー
プ
に
つ
い
て
説
明

し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、

イ
ベ
ン
ト
で
の
配
布
や
補
聴
器
販

売
店
等
の
協
力
を
得
て
周
知
す
る

ほ
か
、「
Ｔ
付
き
耳
マ
ー
ク
」
を
表

示
し
、
施
設
で
の
利
用
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
本
市
の
主

催
す
る
会
議
等
で
は
、
率
先
し
て

磁
気
誘
導
ル
ー
プ
を
活
用
し
て
ま

い
り
ま
す
。

新
し
い
公
共
交
通
の

検
討
に
つ
い
て

■
加
藤
昌
洋
議
員
（
質
問
）
今
後

の
京
都
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

う
え
で
新
た
な
公
共
交
通
に
つ
い

て
は
将
来
を
見
据
え
、
取
り
組
ん

で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
四
条

通
歩
道
拡
幅
事
業
等
で
の
経
験
を

活
か
し
、
ど
の
よ
う
に
前
進
さ
せ

て
い
く
の
か
、
お
考
え
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
様
々

な
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
未
来
の

京
都
に
ふ
さ
わ
し
い
公
共
交
通
の

在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る

と
と
も
に
、
事
業
の
実
施
に
際
し

て
は
、
四
条
通
等
の
経
験
を
活
か

し
、
様
々
な
立
場
の
方
と
議
論
を

重
ね
つ
つ
、
市
民
の
皆
様
に
対
し

て
、
事
業
の
目
的
や
意
義
に
つ
い

て
、
し
っ
か
り
と
ご
理
解
を
頂
き

な
が
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■
西
村
義
直
議
員
（
質
問
）
手
話

を
第
一
言
語
と
す
る
、
ろ
う
者
の

暮
ら
し
が
よ
り
良
く
な
る
よ
う
取

組
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

り
ど
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
る
の
か

お
示
し
く
だ
さ
い
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
今
年

3
月
、
手
話
言
語
条
例
が
市
会
議

員
全
員
の
提
案
で
制
定
さ
れ
ま
し

た
こ
と
に
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し

ま
す
。
ま
ず
、
行
政
窓
口
で
の
対

応
の
充
実
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ま

で
か
ら
区
役
所
等
に
配
置
し
て
い

る
手
話
通
訳
嘱
託
員
に
よ
る
支
援

に
加
え
て
、
手
話
研
修
の
更
な
る

充
実
等
に
よ
り
、
今
後
と
も
、「
手

話
は
言
語
」
を
合
言
葉
に
、
手
話

言
語
条
例
の
理
念
で
あ
る
共
生
社

会
の
実
現
に
向
け
、
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

土
砂
災
害
区
域
の

リ
ス
ク
周
知
徹
底

■
西
村
義
直
議
員
（
質
問
）
安
心

安
全
を
最
優
先
に
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
す
京
都
市
の
土

砂
災
害
対
策
に
つ
い
て
、
現
在
の

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
進
捗
状
況

を
伺
い
ま
す
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
京
都

府
と
連
携
し
て
、
土
砂
災
害
警
戒

区
域
等
の
早
期
の
指
定
を
進
め
、

住
民
の
皆
様
に
土
砂
災
害
の
特
徴

や
、
地
域
で
の
リ
ス
ク
を
十
分
に

周
知
す
る
こ
と
が
重
要
で
、
現

在
、
市
内
２
、５
４
３
箇
所
の
危

険
箇
所
の
う
ち
8
割
を
超
え
る
２
、

１
１
９
箇
所
を
既
に
土
砂
災
害
警

戒
区
域
等
と
し
、
す
べ
て
の
土
砂

災
害
警
戒
区
域
及
び
特
別
警
戒
区

域
の
本
年
度
中
の
指
定
と
、
住
民

の
防
災
意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、

安
全
な
避
難
場
所
や
避
難
経
路
の

確
保
な
ど
、
警
戒
避
難
体
制
の
整

備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
が
楽
し
め
る

庭
園
緑
化
推
進
へ

■
西
村
義
直
議
員
（
質
問
）「
お
も

て
な
し
緑
化
」
に
着
手
し
、
道
行

く
人
々
が
気
楽
に
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
「
ま
ち
か
ど
庭
園
緑
化
」

を
設
え
、
緑
の

伝
統
文
化
「
庭

園
」
を
呼
び
か

け
る
絶
好
の
機

会
で
あ
る
と
考

え
ま
す
が
、
市

長
は
、
ど
の
よ

う
に
お
考
え
に

な
り
ま
す
か
。

■
門
川
大
作
市

長
（
答
弁
）
平

成
25
年
度
か
ら

は
、
そ
れ
ま
で

の
5
千
万
円
の

予
算
を
10
倍
の

5
億
円
に
増
額

し
、
西
村
議

員
御
提
案
の
庭
園
文
化
な
ど
、
伝

統
的
な
造
園
技
術
を
継
承
さ
れ
て

い
る
方
々
を
は
じ
め
、
緑
に
関
わ

る
市
民
の
皆
様
と
一
緒
に
な
っ
て
、

庭
園
文
化
を
取
り
入
れ
た
「
緑
の

文
化
首
都
・
京
都
」
を
目
指
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

1   京都市手話言語がつなぐ心豊かな共生社会を目指す
条例（京都市手話言語条例）制定後の取組について

2   京都御所など通年公開に伴う観光促進について
3   土砂災害対策の現状と課題について
4   今後の水道事業運営と地域水道事業について
5   都市緑化と緑の文化首都京都について
6   西京区の活性化について

⃝西村義直議員の質疑項目⃝

手
話
言
語
条
例
制
定

ろ
う
者
の
暮
ら
し
の
改
善
に

庭園文化の緑化推進（無鄰菴）

政
令
市
初
の
取
り
組
み

京
都
の
実
情
に
沿
っ
た
制
度
を

手
話
通
訳
員
等
窓
口
対
応
充
実
へ

自
転
車
保
険
の
加
入
義
務
化
へ

西
村
義
直 

議
員

⃝

西
京
区

【
代
表
質
問
】

加
藤
昌
洋 

議
員

⃝

中
京
区

9
月
市
会
（
9
月
29
日
）

1   聴覚障害者の補聴設備である磁気誘導ループの活用に
ついて

2   四条通歩道拡幅事業の総括及び今後の展開並びに新た
な公共交通への取組について

3   市営地下鉄・バスにおける交通系ICカードの活用に
ついて

4   自転車に関する保険の義務化について
5   三条通七本松から六軒町区間の歩道拡幅計画について
6   中京区東部地域における保育園の新設について（要望）

⃝加藤昌洋議員の質疑項目⃝

賠償額は年々高額に

【自転車事故高額賠償事例】
（加害者：小学生，被害者：高齢者）

賠償額  9,521万円
（平成25年 神戸地裁）

平成28年11月13日 自由民主党京都市会議員団ニュース 第54号

環境にやさしい
大豆油インキを使用しています。
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皆さんの
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「
歓
迎
・
文
化
庁
京
都
移

転
」。
決
定
し
た
当
時
、大
変

な
喜
び
が
京
都
に
拡
が
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
責
任

の
重
さ
、
具
体
的
な
受
け
入

れ
体
制
、
更
に
運
営
面
な
ど

大
き
な
難
題
が
山
積
。
ま
さ

に
正
念
場
。

　

明
治
以
降
で
初
め
て
京
都

に
中
央
省
庁
が
存
在
す
る
利

益
を
実
感
で
き
る
機
会
と
な

り
、
そ
の
遂
行
に
プ
ラ
ス
に

な
る
事
は
、
あ
ら
ゆ
る
可
能

性
を
考
え
て
実
行
し
、
文
化

芸
術
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
た
い
。

　

文
化
庁
の
京
都
移
転
を
歓

迎
す
る
と
同
時
に
そ
の
大
き

な
責
任
を
受
け
止
め
る
為
に

は
、
今
後
よ
り
一
層
京
都
市

の
文
化
行
政
レ
ベ
ル
を
高
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
議
会

も
緊
張
感
を
持
っ
て
そ
の
一

翼
を
担
い
た
い
。

　

京
都
で
は
、
以
前
よ
り
文

化
芸
術
が
大
切
に
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
文
化
庁
移
転
を

契
機
と
し
て
、
既
存
施
設
の

維
持
管
理
だ
け
で
な
く
、
活

用
や
新
し
い
文
化
芸
術
の
発

展
に
向
け
議
論
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

我
国
で
初
め
て
の
中
央
省

庁
移
転
。
移
転
は
オ
ー
ル
京

都
の
熱
意
と
国
の
英
断
の
賜
。

文
化
の
力
で
京
都
も
日
本
も

元
気
に
な
る
よ
う
諸
課
題
を

克
服
し
、
そ
の
役
割
を
は
た

し
て
ゆ
か
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

　

芸
術
創
作
活
動
・
国
際
文

化
交
流
の
振
興
、
文
化
財
・

著
作
権
等
の
保
護
、
国
語
の

改
善
・
普
及
・
施
策
、
宗
教

に
関
す
る
事
務
を
行
う
文
化

庁
が
、
京
都
市
に
移
転
さ
れ

る
こ
と
の
意
義
を
、
市
民
ぐ

る
み
で
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

日
本
文
化
の
中
心
で
あ
る

京
都
へ
の
文
化
庁
移
転
は
、

日
本
文
化
の
発
信
と
い
う
点

で
大
き
な
意
味
が
あ
る
。
ま

た
同
時
に
、
東
京
へ
の
あ
ら

ゆ
る
も
の
の
集
中
を
改
め
る

き
っ
か
け
に
も
な
る
。

　

文
化
財
の
宝
庫
と
も
言
え

る
京
都
に
文
化
庁
が
移
転
す

る
こ
と
は
、
京
都
の
都
市
格

向
上
や
文
化
財
を
護
る
う
え

で
も
相
応
し
く
、
国
内
外
か

ら
京
都
を
訪
れ
る
方
々
の
増

加
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組

み
ま
す
。

　

文
化
庁
全
面
移
転
を
機
に
、

東
京
一
極
集
中
の
解
消
を
目

指
し
、
少
子
高
齢
化
・
人
口

減
少
問
題
に
挑
戦
す
る
た
め

に
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
・
こ
こ
ろ
京
都
創
生
」
に

真
摯
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

オ
ー
ル
京
都
で
取
り
組
ん

で
き
た
文
化
庁
の
京
都
へ
の

移
転
。
様
々
な
歴
史
と
伝
統

に
育
ま
れ
た
千
年
の
都
、
京

都
な
ら
で
は
の
文
化
力
を
基

軸
に
、
更
な
る
府
市
協
調
で

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
・
国
づ

く
り
の
契
機
に
。

　

京
都
創
生
が
叫
ば
れ
る
な

か
、
東
京
一
極
集
中
を
打
破

す
る
文
化
庁
の
本
市
へ
の
全

面
移
転
は
大
変
名
誉
な
こ
と

で
す
。
文
化
の
保
存
・
創

造
・
継
承
・
発
展
に
寄
与
で

き
る
よ
う
市
民
の
皆
様
と
と

も
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

移
転
し
た
ら
文
化
行
政
が

停
滞
し
た
と
言
わ
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
更
な
る
府
市

協
調
で
移
転
整
備
を
す
る
と

と
も
に
、
東
京
一
極
集
中
是

正
・
地
方
創
生
の
見
本
と
な

る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
「
世
界
の
文
化
首
都
・
京

都
」
の
実
現
に
向
け
て
大
き

な
一
歩
。
ま
た
明
治
維
新
か

ら
一
五
〇
年
。
東
京
一
極
集

中
を
打
破
し
、
地
方
創
生
の

魁
に
！
京
都
市
会
の
果
た
す

使
命
と
責
任
は
重
い
。

　

当
面
は
、
地
域
文
化
創
生

本
部
を
中
心
に
ス
ム
ー
ズ
な

移
転
事
業
を
進
め
、
京
都
へ

の
移
転
が
日
本
国
全
体
と
し

て
「
良
」
と
国
民
に
認
め
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
オ
ー

ル
京
都
で
協
力
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

文
化
庁
の
移
転
は
、
私
自

身
、
オ
ー
ル
京
都
の
一
員
と

し
て
、
総
理
は
じ
め
各
大
臣

等
に
直
接
要
望
を
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
歴
史
的
意
義
も

大
き
く
、
そ
の
責
任
を
し
っ

か
り
果
た
し
て
行
く
決
意
で

す
。

　

文
化
首
都
京
都
に
文
化
庁

が
移
転
す
る
こ
と
は
計
り
知

れ
な
い
波
及
効
果
が
本
市
に

も
あ
る
と
考
え
ま
す
。
こ
れ

を
契
機
に
文
化
行
政
の
更
な

る
発
展
、
京
都
創
生
の
方
策

を
議
論
し
、
進
め
て
参
り
ま

す
。

　

文
化
庁
京
都
移
転
決
定
！！

地
方
創
生
は
国
の
目
玉
政

策
！！
国
、
府
、
市
が
一
体
と

な
り
「
地
方
創
生
」
を
成
功

さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

京
都
市
そ
し
て
議
会
も
更
な

る
京
都
発
展
の
為
全
力
を
尽

く
し
て
参
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
文
化
的
な
隔
た

り
や
地
域
間
格
差
が
あ
っ
た

京
都
に
お
い
て
も
、
す
べ
て

の
人
が
等
し
く
文
化
的
な
生

活
を
享
受
し
、
文
化
力
を

も
っ
て
国
の
発
展
を
牽
引
す

る
私
た
ち
京
都
の
力
が
試
さ

れ
る
時
で
す
！

　

文
化
庁
京
都
移
転
を
契
機

に
、
歴
史
、
伝
統
に
培
わ
れ

た
文
化
だ
け
で
な
く
、
現
代

文
化
を
は
じ
め
と
す
る
幅
広

い
文
化
の
振
興
に
努
め
、
併

せ
て
京
都
市
民
、
府
民
の
文

化
力
向
上
を
図
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

京
都
の
悲
願
と
も
い
う
べ

き
文
化
庁
の
京
都
移
転
が
決

定
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
具
体

的
な
移
転
先
、
職
員
の
受
入

れ
、
建
設
費
用
負
担
等
の
問

題
も
あ
り
、
し
っ
か
り
と
協

議
検
討
し
て
文
化
庁
の
移
転

を
進
め
る
こ
と
。

中
村
三
之
助

上京区

山
本
　
恵
一

北区

寺
田
か
ず
ひ
ろ

上京区

津
田
　
大
三

中京区

平
山
た
か
お

東山区

加
藤
　
昌
洋

中京区

富
　
き
く
お

山科区

𠮷
井
あ
き
ら

山科区

森
田
　
　
守

右京区

井
上
与
一
郎

右京区

橋
村
　
芳
和

伏見区

下
村
あ
き
ら

下京区

田
中
　
明
秀

西京区

田
中
た
か
の
り

右京区

み
ち
は
た
弘
之

伏見区

西
村
　
義
直

西京区

繁
　
　
隆
夫

伏見区

椋
田
　
隆
知

南区

し
ま
も
と
京
司

南区

小
林
　
正
明

北区

京
都
移
転
決
定
を
受
け
て

地
方
創
生
へ
の
重
要
施
策
で
あ
る
省
庁
の
移
転
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
に
こ
の
京
都
で
実
現
！

【
日
本
の
文
化
首
都
で
あ
る
私
た
ち
の
京
都
へ
】

　

先
般
決
定
し
た
文
化
庁
の
京
都
移
転
に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
の
取
組
や
役
割
、
効
果
、
文
化
と

市
民
の
か
か
わ
り
等
に
つ
い
て
自
民
党
議
員
団
20
名
に
聞
き
ま
し
た
。

またきち

マタリーヌ

文
化
庁
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